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　5月 17 日（土）、まちなか鳳雛塾主催で「金沢大学オープンキャンパスツアー」が実施されました。
当日は、能登高校の 2年生 5名が参加し、高校魅力化スタッフの送迎で日帰りの大学体験に出か
けました。​
　生徒たちは、各自が関心を持つ学部・学類の模擬授業に参加し、実際に大学で行われている講
義を体験しました。地域創造学類では、「地域社会と河川の関わり」をテーマとした授業を受け、
地域課題に向き合う学びの一端に触れました。医薬保健学域保健学類では、作業療法士専攻の実
習室を見学し、説明を受けながらリハビリ用機器を実際に操作する体験も行いました。「その仕事
の魅力がよくわかった」と語る生徒もおり、将来の進路選択に向けた具体的なイメージを深める
機会となりました。​
　また、地球社会基盤学類では、化石や鉱物を使った実験や、一瞬で気体を凍らせる冷却のデモ
ンストレーションを見学。「塩の結晶を割ると、決まった形で割れる “へき開 ” が印象的だった」
と話す生徒もおり、高校では味わえないような専門的かつ実践的な内容に興味をそそられていま
した。先導学類では、グループでのディスカッションやアイデア出しを行い、大学らしい能動的
な学びを体感しました。​
　昼食後は、金沢大学の在学生によるキャンパスツアーが行われ、塾生たちは広大なキャンパス
を見学しました。食堂、図書館、講義棟、テラスなどを巡りながら、大学生活の雰囲気を肌で感
じるひとときに。「保健学類のキャンパスが特に綺麗だった」「移動が大変なくらい広かった」「施
設がおしゃれで驚いた」といった感想が聞かれ、実際に足を運んだからこそ得られる印象も多かっ
たようです。​
　見学のあとには、金沢市内のレジャー施設「ラウンドワン」でスポッチャを体験しました。バ
スケットボールや卓球などで体を動かしながら、生徒同士で大学での学びや生活について語り合
い、大学生活のイメージをさらに膨らませていました。​

　ツアー後の振り返りでは、生徒たちから次のような声が寄せられました。​
「模擬授業が面白くて、もっと大学のことを知りたくなった」​
「大学の単位制度を知れたし、受験勉強の大切さも実感した」​
「大学生や先生たちは、頭が良いだけでなく、個性的で魅力的だった」​
「一度はオープンキャンパスに行ってみるべきだと思った」​

　まちなか鳳雛塾では、今後も高校生の進路意識を育てるために、こうした現地訪問や体験を重
視した企画を継続的に実施していきます。



まちなか鳳雛塾　新入生歓迎会まちなか鳳雛塾　新入生歓迎会
　新年度になり、能登高校にも新入生が入ってきました。4/30( 水 ) まちなか鳳雛塾では、新高１
生を対象に新入生歓迎会を開催しました。自己紹介ゲームやお菓子パーティ、クイズ大会など白
熱したイベントになりました。同級生の生徒や一緒に参加した先輩たち、スタッフと親睦を深め
るとともに、まちなか鳳雛塾の雰囲気に馴染んでもらうことができました。高１生が能登高校で
の生活を通してどのように育っていくのか、とても楽しみです。​
　町内のみなさまも、地域探究活動や放課後活動の場で新高１生と関わる場面があるかもしれま
せん。ぜひ、新高１生の成長を応援よろしくお願いします。​
　また、歓迎会の後半ではまちなか鳳雛塾による新プロジェクト「ProjectCOLORS/ 放課後探究
クラブ」の説明も行いました。これは生徒が自分自身の興味関心を模索し、そしてそれについて
学ぶためのコースです。能登高校魅力化プロジェクトのスタッフが、塾生の興味や関心に寄り添
いながら、一緒にチャレンジや探究の場をつくっていきます。詳しい活動や進捗は次回以降の広
報物等で発信していきます。

お し ら せ
まちなか鳳雛塾では、週 1回程度を目安として、中学生対象の自習開放日 ( 無料 ) を設けています。今月の中
学生向け自習解放日は 6/2（月）6/16（月）6/30（月）です。
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